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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
With　the　development　of　Mykiller且owabil1，　which　is　an　insecticide　of　grey且eld　slug
（1）erocetas　Reticalatum　MULLER）for　oriental　trees　and　wild且ower，　it　has　become　easier　to
kill　grey　field　slugs．
　The　following　are　the　results　of　my　research　into　the　effects　of　Mykiller　flowabill．
＊Compare　with　the　kinds　of　insecticide　available，　Mykiller且owabill　sh6ws　the　effect　more
　quickly，　and　killing　the　grey　field　slugs　within　a　shorter　period　of　time。
＊The％of　dead　slugs　was　higher　in　a　plastic　pots　than　unglazed　pots　with　Mykiller
　且owabill　in　both　of　indoor　a且d　outdoor，
＊Mykiller且owabill　was　most　effective　five　days　after　spraying　it　100　or　200　time　stronger　in
　concentration　and　there　wasnt　any　more　effects　after　7　days．
＊After　spraying　the　dilution　slugs　were　put　into　2　kinde　of　pots　3　time　one　the　3rd　day，5th
　day，7th　day．
　In　that　case　using　unglazed　pots　was　more　effective　and　the　effect　remained　plastic　pots．
は　じ　め　に
　ナメクジは夜間に活動する有害動物であり，その被害は最近とくに花卉園芸，観葉植物，施設
園芸等に広くみられ問題となっている。各種のpelletsによる誘殺方法が用いられているが的確
な防除方法はまだ確立されていない。
　イギリスではslugit液剤が開発されて，一躍園芸作物，特に花卉，観葉植物における腹足類
の防除薬として広範囲に利用されている。
　著者は今回，日本で開発されたmykiller　flowabilを用いてノ・・ラナメクジの防除試験を行っ
た所若干の知見を得たのでその結果を報告する。
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材料および方法
　実験に供したナメクジは花や観葉植物を激しく加害するノハラナメクジ（Derocetas　RetiCtela－
tum）で生体重500　mg～700　mgのものを用いた。
試　験　方　法
　放育ポットは5号の素焼鉢とプラスチック鉢を用いた。ノハラナメクジが逃亡しないように
鉢の上部に10cmの銅板を内側固定し更に黒サナンネットを張った。これに食餌植物としてベ
ゴニア（Begonia　hiemalis）を一株（分枝4本）栽植し，1ポット当りノハラナメクジを10頭放
育し，1区5連制とした。
　屋内試験は寒冷沙を張ったガラス室で行った。野外試験は温室に隣接する圃場に高さ50cm
の台を置きその上で行った。
　供試薬剤はマイキラーフロアブル（商品名）サンケイ化学株式会社でその主成分はメタアルデ
ヒド30．0％水界面活性剤70％（性状白色水和性粘稠懸濁液）である。薬剤の効力は約10日とさ
れている。防除試験はノハラナメクジの出現しはじめる1990年5月20日～7月20日までの期間
で5回行ない，薬剤は100，200，300倍とし薬剤散布は1m2当り200m1ガスクロマト用スプレ
第1表　実験場所の温度及び降雨量
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一36一
　　　　　ナメクジに対するマイキラーの防除効果
第2表屋内におけるマイキラーフロアブル液剤による死亡率
死亡率
　　　　　　　　　鉢の薬剤濃度　試験日　　　　　　　　　種類 　　　　　　　　　　　　　　散布後日数
1日　2日　3日　4日　5日　6日　7日　8日　9日　10日11日12日
　　　　　　　　素焼鉢　　　　5．20　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　6．　1　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢100倍　　6．15　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　6．29　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　7．13　　　　　　　　プラ鉢
35　　　55　　　70　　　95　　100
40　　　65　　　85　　100
40　　　65　　　95　　100
50　　85　100
50　　　65　　　85　　100
50　　　75　　　95　　100
50　　　75　　　95　　100
50　　85　100
70　　85　100
70　　90　100
　　　　　　　　素焼鉢　　　　5、20　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　6．　1　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢200倍　　6．15　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　6．29　　　　　　　　プラ鉢
　　　　　　　　素焼鉢　　　　7．13　　　　　　　　プラ鉢
0　　　25　　　45　　　55　　　70　　　85
5　　　45　　　65　　　80　　　85　　　95
0　　　35　　　50　　　60　　　70　　　80
10　　　50　　　60　　　75　　　90　　　100
25　　　40　　　45　　　60　　　85　　　90
30　　　55　　　75　　　80　　100
25　　　55　　　85　　　90　　100
40　　　60　　　90　　100
30　　　60　　　95　　100
50　　　70　　　95　　100
9
100
95
95
100
100
100
　　　　5．20
　　　　6．　1
300倍　　6．15
　　　　6．29
　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
?????0　　　　0　　　　5　　　15　　　20　　　40
0　　　10　　　25　　　35　　　35　　　55
0　　　　0　　　10　　　15　　　20　　　25
0　　　　0　　　　5　　　40　　　45　　　50
0　　　　0　　　10　　　25　　　30　　　35
0　　　　5　　　30　　　40　　　45　　　50
0　　　　0　　　10　　　20　　　20　　　35
0　　　15　　　30　　　45　　　50　　　65
0　　　　0　　　10　　　25　　　30　　　45
0　　　20　　　40　　　60　　　75　　　90
50　　　55　　　65　　　70　　　80
6 　　　70　　　85　　　90　　100
30　　　45　　　55　　　65　　　70
60　　　70　　　75　　　80　　　90
40　　　55　　　65　　　70　　　85
65　　　70　　　85　　　90　　100
40　　　55　　　65　　　70　　　80
70　　　80　　　90　　　100
5 　　　65　　　70　　　80　　　90
1 0
　　　　　5．20
　　　　　6．　1
対照薬剤　6．15
　　　　　6．29
　　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???????? ? ? ? ??????????45
50
40
70
75
80
85
90
100
100
50
65
50
90
100
90
90
100
65
70
70
100
100
95
（＊5反復の平均）
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一をもちいて植物体，ノハラナメクジ，及び土壌表面に噴霧した。薬剤効力が約10日と言われ
ているので薬剤濃度を100倍200倍とし薬剤散布後3日，5日，7日目にノハラナメクジを放育し
その死亡効果もみた。また，対照薬剤としてはMurphy　slugit　pelletsを1m2当り4．O　gとし，
4段階として比較した。
　また第1表には試験期間中の気温，雨量を示した。
結果及び考察
　屋内試験では薬剤濃度100倍200倍及び300倍共にプラスチック鉢の方が早期に薬剤の効果が見
られた。また，気温が上昇するにつれプラスチック鉢，素焼鉢共に致死率が早くなり，素焼鉢に
比べて，1日早く見られた。（第2表）すなわち，5月20日では，100倍では5日目までに，200
倍では7日までに90％～100％の致死をみ，7月13日では，100倍では3日目，200倍では4日目
で致死がみられた。
　野外試験では，薬剤濃度100倍においてプラスチック鉢では農薬散布後2日で100％の致死を
み，素焼鉢では1日遅れの3日目であった。200倍においてもやはりプラスチックの方が速く致
死にいたっている。素焼鉢の方は処理後6日目で致死をみた。（第3表）
　野外では，6月1日より気温が高くなり，特にプラスチック椅は高温（27．4）となりマイキラ
ーフロアブル液剤がノハラナメクジの体表に付着後太陽光線が当たるとその部分が斑点状にな
り，その部分より乾固し体内水分や粘液物及び体液を分泌する。このことから浸透圧の関係で致
死，乾固するものと思われる。また屋内での致死の状態は，野外での致死状態と異なり，ノハラ
ナメクジの体が非常に太くなり死亡固体は含有水分が多く土壌中（1．5～2．5cm）で致死をして
いた。対照薬剤では，ノ・・ラナメクジが一度でもpelletsに接触すると粘液物を多量に放出して
致死することが判明した。いずれにせよ各濃度区別共，マイキラーフロアブル液剤は対象区の
pelletsに比べて速効性の殺虫剤であり，短期間で殺虫効果が現れ，マイキラーフロアブル液剤
では，屋内，野外共に100倍，200倍で1週間以内で100％の致死をみた。
　薬剤散布後3日，5日，7日後にノハラナメクジを放育した効果は全般的にみて悪く素焼鉢の
方がやや死亡率が高かった。この事は薬剤が素焼鉢の細孔にとどまり，通気性，通水性があり薬
剤保有がなされるものと思われる。（第4表）
要 約
観葉植物，花卉園芸におけるノハラナメクジの防除薬として，マイキラーフロアブルが開発さ
れノハラナメクジの防除が非常に簡単になった。以下その概要について述べる。
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第3表野外におけるマイキラーフロアブル液剤による死亡率
死亡率
薬剤灘試験日翻 　　　　　　　　　　　　　　散布後日数
1日　2日　3日　4日　5日　6日　7日　8日　9日10日11日12日
　　　　5．20
　　　　6．　1
100倍　　6．15
　　　　6．29
　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
45　　70　100
50　100
40　　65　100
65　100
45　　75　100
60　100
45　　85　100
65　100
45　　80　100
70　100
　　　　5．20
　　　　6．　1
200倍　　6．15
　　　　6．29
　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
20　　　40　　　65　　　70　　　95　　100
30　　　65　　　70　　　95　　100
5　　　25　　　50　　　75　　　90　　100
35　　　70　　　95　　100
25　　　45　　　60　　　75　　　85　　100
40　　　75　　　85　　100
15　　　50　　　60　　　75　　　90　　100
50　　80　100
25　　　50　　　60　　100
40　　65　100
　　　　5．20
　　　　6．　1
300倍　　6．15
　　　　6．29
　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
?????5　　　15　　　20　　　30　　　40　　　50
10　　　25　　　30　　　35　　　60　　　8051520253060
15　　　40　　　50　　　55　　　70　　100
5　　　20　　　20　　　25　　　40　　　65
15　　　35　　　50　　　55　　　60　　　85
10　　　20　　　25　　　30　　　55　　　60
20　　　35　　　40　　　60　　　80　　100
10　　　25　　　30　　　50　　　60　　　75
35　　　50　　　60　　　65　　　90　　100
75　　　85　　　90　　100
90　　95　100
80　　90　100
80　　90　100
90　100
75　　85　100
90　100
　　　　　5．20
　　　　　6．　1
対照薬剤　6．15
　　　　　6．29
　　　　　7．13
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???????? ?? ? ????? ?????????????40
45
40
40
50
70
85
100
100
100
??????? ? ?70
90
80
85
90
100
100
85
100
95
100
100
（＊5反復の平均）
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第4表　マイキラーフロアブル液剤処理後に放育したノハラナメクジの死亡率
死亡率
薬剤濃度100倍液
場所 処理後日数 鉢の種類 1日　　　2日
　　散布後の日数
3日　　　4日　　　5日 6日 7日
屋内
3日目
5日目
7日目
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???????
1
??? ??? 「???? ?????「???????? 「 ??????
薬剤濃度200倍液
屋内
??
??
?
?
?
?
?
?
??
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???1 ????1 ?2 ???2 ???2 ???2 ???2
対照薬剤
屋内
3日目
5日目
7日目
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
?????1 ???】? ??? 【 ?????? 「 ?????「 ???】? ????
薬剤濃度100倍液
野外
??
??
?
?
?
?
???????素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
?????? ?
??
?「????】?｝?? ???﹈?????????????
??
???
2
?????? ?
2
薬剤濃度200倍液
野外
3日目
5日目
7日目
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???1 ????2 ??? ?
1
??????
1
???
?
? ????
??
???
?
対照薬剤
野外
3日目
5日目
7日目
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
素焼鉢
プラ鉢
???????????????? 「 ???? ?「??????「?『???? ????? ?「???
＊（5反復の平均）
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1．マイキラーフロアブルは対照薬剤区に比べて速効性の殺虫剤であり，短期間で殺虫効果が
現れる。
2．ノハラナメクジに対してマイキラーフハアブルの防除効果は野外，屋内共に，素焼鉢に比
べプラスチック鉢の方が殺虫率（死亡率）が高かった。
3．薬剤濃度100倍200倍では薬剤散布後5日目で効果が顕著であり，7日目以降では効果がみ
　られなかった。
4．薬剤散布後3日目，5日目，7日目にノハラナメクジを放育したものは，素焼鉢を使用し
　た方が効果が高かった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献
山下義幸，古沢英美，渡辺勝正（1971）：関東東山病害虫研究会18：107．
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